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Session Ⅱ 

 
「それぞれの 3月 11日を振りかえって」 

今大会に参加している青年の多くは、被災地以外で震災当日を過ごしている。その時、どこ

にいて、なにを感じ、なにを見聞きしたのか。 

その後の心情や今までの経験などを、グループに分かれて話し合い、また、みんなの前で発

表し、分かち合った。 

 

◆京都では 3月 11日当日、揺れていることに気がつかなく、夕方、テレビをつけて初めて大惨事を知っ

た。震災直後に関西電力が東京電力に電力を送るため、節電を促すチェーンメールが入る。しかし、実

際、各々ワット数が異なるので偽とわかった。 

◆沖縄では震災当日、沖縄にも津波警報が鳴り、ラジオで情報収集をした。 

ラジオでかなりひどい状況と知る。他教区の主教を応対していて、主教より、情報収集してお祈りし

ましょうと言われた。 

◆直接、節電の必要はなかったのだが、節電して、節約できたお金を募金しようと思った。震災を通し

て、自分の身の周りに様々なものが備わっていることに気がつくことができた。 

◆各教区の青年の体験を聞いて、いままで、テレビの映像を通して、自分自身、体験した気持ちになっ

ていたが、自分の経験が全てでないことに気がつかされた。 

◆大阪教区の青年は、この振り返りを通して、ボランティア活動、その他、見たことを伝えてゆくこと

が大切と思った。 

◆青森には、六ヶ所村に原子力使用済核燃料再処理工場がある。そのことを伝え続けていかなければと、

思った。 

◆東北で行われる全国青年大会、果たして、青年はいるのだろうか？と思って来た。 

◆3月 11日、常磐線に乗っていて、福島県、相馬市付近に。２０分程、遅延していたので、定刻通りな

らば、浪江町にいるところだった。周りの家は、瓦が落ちて、沿岸より、砂嵐のような白い煙が見えて

きた。 仙台までタクシーで帰宅。その後３週間の断水。髪も洗えず、精神的に追い込まれる。仙台に

帰ったあとの記憶がない。 

◆若松聖愛幼稚園は東北教区で最古の幼稚園。震災前に耐震補強をしていたが１０年しか持たないと言

われ、２０１１年はそのちょうど１０年目。震災で倒壊は免れたが、柱にヒビが入り、現在、改築中。3

月 11日当日、若松聖愛幼稚園では、下から地鳴りのようにゴーッという音が。 

 幼稚園では、避難訓練で、地震が起きたら、まず、机の下に身を隠すよう子どもたちを指導していた

が、机の下では下敷きになると感じ、園庭へ避難した。そして、倒壊の覚悟を決めて、みんなで建物に

背を向けてしゃがんだ。建物は、大丈夫だったが、子どもたちは泣き始めた。大きな揺れが収まり、余

震が続くなか、園庭にブルーシートを敷いて、毛布とブランケットで暖をとりながら、保護者の迎えを

まった。 
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◆子どもたちのために教会にできること、そして、子どもたちの命を守るため、会津若松は福島のなか

でも比較的線量が低いほうなので、若松聖愛幼稚園は、幼稚園存続を決めた。 

◆主教：今回の震災は、直接、被災した方々より、周囲の方々への情報伝達が速かった。３日目に初め

て津波の写真を見て、４日目に東北でも何かをしなければと思う。まわりからの支援の申し出に、当初

はとまどっていたが、多くの人に助けられた。 

・東北での全国青年大会。いままで、参加しないこともあってか、東北の教会は、他の地域の教会に比

べて遠くにいるように感じていた。 

・自分の生活で精一杯。 

◆震災前までは、高校時代は部活が忙しく、教会から離れていた。高校を卒業して、大学は震災の影響

ではじまりが５月から。京都のほうから、青年が奉仕に。はじめは、見た目のインパクトから、馴染め

ない気持ちが先走ったが、このような青年も助けに来てくれているのだと、交わりのきっかけに。再び、

教会と結び付けてくれた。 

◆震災以降、いっしょに歩こうＰは忙しい日々を送っているが、自分は言葉の壁もあってか、被災者の

方々とのんびりコーヒーを飲む機会のほうが多い。 

 家族は、韓国へ戻り、２人の息子は対照的。１人は、日本は怖いところだから、父に早く韓国へ戻っ

てきてもらいたいという。しかしもう１人は、日本が大好きで、将来、自分が日本へ勉強をしにゆきた

いので、父には、今、日本で頑張ってもらいたいという。 

◆震災当日は名古屋のカフェで働いていた。名古屋は震度４で、断水もなくライフライは通常通り。テ

レビで惨状を知る。震災以降も、名古屋はいつも通り。カフェにお客様もいつも通り来店。 

カフェが６月に倒産。野村先生に声をかけられて、いっしょに歩こうＰのある仙台オフィスへ。８月ま

では月に数回仙台オフィスへ。名刺やポスター作りをする。仙台オフィスより、外へは出なかった。繁

華街である仙台の国分町は賑わっているように。しかし実際被災した場所を見ると、映像で見る惨状と

のギャップを覚える。 

名取の仮設住宅へ訪れて、ある被災者の方の物語に触れて、心境の変化が起こる。 

人を通して、東日本大震災のことが自分の中に入ってきた。 

◆震災当日は仙台で過ごしていた。停電のため信号がとまっていたが、車は混乱することなく、お互い

に譲り合っていた。ライフラインは概ね止まっていたが、水はでた。 

 自分たちが生きることで精一杯。街では、２～３ｈかけて八百屋で野菜を購入する風景が見られた。

その折り、若い八百屋さんが嫌な顔をひとつせず、笑顔で働いていた。 

 自分には住む家があり、家族もいる。しばらく罪悪感を覚える。 

◆釜石へボランティアへ行き、様々な人に震災のことを伝えて、忘れないことが大切と思う。東京では、

震災以降、繁華街が自粛ムードに一時なっていたように思えた。自分は居酒屋でアルバイトをしていた

が、予約キャンセルが結構あった。違和感を覚える。 

 大学に入り、被災した学生と出会う。周囲が一概に被災者とくくるのはどうなのかと思った。 

◆東京では、震災報道が少なく生活も今まで通り。震災のことを自ら意識していなかったが、父（司祭）

の震災に関するエピソードを聞いて、実際、自分が震災について何もわかっていないことを知る。被災

者とどのように繋がってゆけば良いのか？この全国青年大会に自分はなぜ参加するのか？自問していた。 
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◆釜石で写真洗浄の奉仕を体験。そこで写真１枚１枚に写った方の人生を見ることができた。毎回の奉

仕を経て、顔なじみの方ができる。次は、作業をしにだけでなく、その方々に会いにゆきたいと思うよ

うになった。 

◆愛知では、花火の元が福島で作られたということで放射能問題で花火大会が中止に。その他、瓦礫の

受け入れ問題、福島産の野菜についてなど、選択の厳しい事柄が複数存在することに、嘆く。 

◆大田教区の青年。日本の青年が、この大会において、集団生活をお互いに配慮しながら生活を送って

いることに感心した。 

◆横浜教区のある青年。被災地で実際に何が起こっているのか、確かめるために参加した。自分は涼し

いところにいて、携帯のバッテリーも自由に使えて、原発事故による電力供給不足は、自分にとり、他

人事になっていた。しかし今回参加して自らの問題として捉えてゆかなければと思っている。 

◆福島では、放射線量の影響かわからないが、大きなチューリップを見かけた。福島では水道の水も汚

染されている可能性があるため、飲料水を購入している。月に¥4,000ほどかかっている。原発は人と人

との関係を壊してしまう。ある幼稚園の保護者は、しばらく幼稚園をお休みをします、とだけ伝え幼稚

園を去っていった。 

  

◆出てゆけない人々は、覚悟を決める。郡山は線量が 0.4。レントゲン室（線量 0.5）は病院の管理区域

に指定されているので、そのような空間に常時、身を置いているようなもの。 

◆残った人は、放射能が危険とは言えなくなった。司祭がガイガーカウンタ―で線量を計測していると、

周りから、残って生活している自分たちにとってはその行為は無駄と言われる。自分は遠くに行ける立

場であることに後ろめたさを覚える。 

◆小名浜のほっこりカフェでは、７０人の人が集まる。１杯のコーヒーが果たす役割の大きさを感じる。

その場で、仮設で暮らす人々の安否を確認できる。談笑により住民の心をほぐしている。 

◆釜石神愛幼稚園での奉仕のときのエピソード。こどもがお葬式ごっこをしていた。 

 絵本の読み聞かせのときに海のシーンが。津波を思い起こさせるのでは？そのシーンを読み聞かせす

るべきかどうか迷った。 

 子どもの発散方法をどのようにすれば良いのか？絵をかかせると、そのストレスが表れている。 

◆祈りとは何なのだろうか？礼拝で嘆願があるが、神さまは、本当に聞いて下さっているのだろうか？ 

・震災以降、テレビでは、“祈り”を口ぐちにしているが、実際、祈りとは何なのだろうか？ 
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Session Ⅳ「分かち合い」 
 

8グループに分かれ、セッションⅠ～Ⅲを終えて、感じたこと、考えたことなど自分の意見を述べ、グル

ープ内で分かち合った。 

一枚の紙に、グループごとに話し合ったことをまとめた。 

 

 

 

 

各グループ8名程度で

話し合いを進めます 
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志津川（南三陸町）コース 
 

コース：秋保グランドホテル発→仮設商店街「南三陸さんさん商店街」着→ガイドの齋藤

さんと合流→南三陸町役場防災対策庁舎→堤防、宮城県漁協志津川支所→齋藤さん自宅→

再び「さんさん商店街」→名取市閖上地区→荒浜 

 

■さんさん商店街にて 

予定より早く到着したため、ガイドの齋藤さんの到着まで商店街を散策。商店街に立ち並

ぶ店へ足を運び志津川の海産物を買うなどして楽しんだ。買い物をしながら店員に話を聞

くなどもしていた。この商店街に出店している方の多くは震災により自宅、職場が大きな

被害を受けており、ある店鋪の若い店主は震災前は海沿いの大型スーパーで海産物を販売

していたそうだ。津波の後が残るそのスーパーはまだ取り壊されていなかった。 

ガイドの斉藤さんと合流したのちバスの中で軽くガイダンスを行った。齋藤さんご自身が

地元の漁協に所属する漁師であること、船を津波で失い、震災後に購入した船を乗り合い

で使用しながら志津川で漁業を再開していることなどをお聞きした。また、齋藤さん自身

は家族を失っていないし、震災のこと、志津川の事を伝える事が自分の役割だと思ってい

るから遠慮せずに気になる事があったらきいてほしい、と話してくれた。 

 

・南三陸町役場防災対策庁舎 

志津川において記念碑のようになっている。この日も献花台に多くの花が供えられ、聖公

会以外に２つの団体が訪れていた。震災を忘れないためにこの建物を保存するか否かで町

の中で、特に遺族間でも意見も割れているそうだ。齋藤さんの親族もここに勤務していた

が、未だに行方不明らしい。 

 

・堤防、漁協 

漁協の建物が残る海沿いまで来ると、足下のコンクリートは割れ、漁具や瓦礫があちこち

に残ったままになっていた。漁協の建物は壁が破壊され、津波に襲われた内部がそのまま

外から見えた。漁協の職員の中では支所長だった男性が亡くなっている。外壁の高い位置

（おそらく 8.7m の高さ）には黄色いテープで「→8.7」と記され、その下には「↑新堤防 

高スギ！！」という言葉も書いてあった。志津川の新堤防の計画に異議を唱える人の声だ

と齋藤さんが教えてくれた。今も残る堤防にみんなで登ると、この堤防も、計画された時

には高すぎる！と反対の声が上がったそうだ。近くには壊れた水門が半分だけ残っていた。 

・齋藤さんの自宅 

漁協の近所だった、齋藤さんの自宅があった場所へ。齋藤さんの自宅は、家の基礎部分だ

けが割れて残り、地盤沈下によって周囲は小さな池のようだった。そこは、海へ続く道が
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通っていた場所だそうだ。コンクリートの基礎を指差して、齋藤さんは「あれ、オレの家。」

と教えてくれた。どこかに奥さんの集めていた貯金箱もあるはずだ、と言っていた。近所

に齋藤さんのお母さんが住む実家もあったそうだ。震災当日、齋藤さんは奥さんといっし

ょに作業をしていた。たまたまいっしょにいる時だったから、家族全員無事に避難できた、

運が良かった、と話していた。参加者は、震災後に新しく盛り土され舗装されてできた道

に立ってその話を聞いた。 

バスのなかで質疑応答の時間があった。フィリピン人の奥さんは、震災後に母国に帰ると

いう選択はしなかったのか、と質問すると「結婚する時に、神様に辛いときも共に過ごす

と誓ったのに、こんなに辛い時に離れる訳がない」と奥さんに言われたのだとお話しして

くれた。 

 

■名取市閖上地区 

予定より早く志津川を出発したため、仙台東部道路を通り名取市へ。南北に伸びる道路を

挟んで、海側と内陸側で全く違う様子を車内から見た。下車し、閖上地区が見渡せる高台、

日和山へ。震災直後は残っていた建物も解体され、草に埋もれてコンクリートの基礎だけ

が残っていた。どんなに想像しようとしても、家があって人の生活があった場所だと思え

ない、と参加者は言っていた。 
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石巻コース 

コース：秋保グランドホテル発→JR仙石線野蒜駅→大川小学校→門脇小学校→日和山公園

着、昼食、ガイドの遠藤さん、佐藤さんと合流→石巻市内→堤防→石巻市立女子高等学校

→日和山公園→荒浜 

 

 

 ガイドは、いっしょに歩こう！プロジェクトの働きの中で出会った石巻に在住の遠藤さ

んと、石巻を中心に震災の復興ボランティア活動をしているルーテル教会の佐藤さんにお

願いした。日和山公園で合流したあと、バスで石巻市内、沿岸の堤防、最後に遠藤さんが

通っていたという高校を案内していただいた。石巻市内を走る中でまず心に残った言葉は

「目印にしていたものがすべてなくなった」というものだった。日和山の麓の道は建物が

建っておらずすべてが更地だった。その道を通るときに「ここにはコンビニがあった」、「こ

こにはガソリンスタンドがあった」と遠藤さんがぽつぽつと言葉を漏らした。津波により、

日和山から内陸部は川沿いを除いて被害が少なかったが、日和山から沿岸部はほとんど流

された。そんなとき、山肌は崩れた所もあったが唯一『目印』として姿を変えなかった日

和山は、震災直後被災者の『灯台』となっていたという。 

 その後、遠藤さん、佐藤さんの説明のもとで市内の中心部を走る中、遠藤さんが遠藤さ

ん家族の震災当時の話を涙ながらにして下さった。地震が発生した当時、遠藤さんは母親

とともに自宅にいたという。2階にいた遠藤さんは 1階にいた母親を呼んだそうだが、一度

2階に上がった母親は何かを取りにまた 1階へ降りていってしまった。そのとき津波が押し

寄せ、遠藤さんの母親は津波に飲み込まれてしまったという。 

 堤防に到着してからは波の強さ、怖さを目で見て感じることができた。10m以上ある堤

防が綺麗に倒れていたのだった。よくみると周りには食器の破片等が土に埋まっており、

波の引く力も相当だったことがわかった。 

 

 

JR野蒜駅 

JR仙石線の駅であるが、東日本大震災以降この駅まで開通していない。線路は土に埋もれ、

雑草も生え茂っていた。車道に建っていたであろう標識、電車の鉄塔なども線路内に横た

わっており、使われなくなってからしばらく経っているということを物語っていた。また、

駅のホームから少し視線を動かすだけで、津波で運ばれて来たであろうと思われる船が無

造作に置かれており、震災以降手つかずの領域だということが考えられた。 
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大川小学校 

予定よりも移動に時間がかからなそうだったため、大川小学校に足を運んだ。大川小学校

は沿岸から 10km離れているにも関わらず、児童、職員の多くが津波により亡くなった場

所だ。この場所は献花台が置かれ、毎日多くの人が訪れているという。この日も多くの人

が献花台に花を添えていた。 

 

門脇小学校 

門脇小学校は津波後に火災も発生し、丸 2日燃え続けたという。しかし、在校児童は職員、

地域住民とともに裏山にあたる日和山に避難し、全員助かったという。校舎、体育館など

は黒く焼け焦げ、ひとめ見るだけでどれほど炎の勢いが強かったのか伝わってくる。 

 

日和山公園 

石巻市の観光名所でもあり、連日多くの人で賑わっている。石巻市内、特に沿岸部を一望

することができる。公園の柵の各所には震災前にその場所から観えた景色の写真パネルが

設置されており、現在の景色と比べて観ることができる。東日本大震災のときには多くの

人が日和山に登り、津波から逃れた。 
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新地町コース 
コース：磯山聖ヨハネ教会→ときわ旅館跡地→いっしょに歩こう!プロジェクトしんちベー

ス→新地駅跡地→製氷機工場→またや水産跡地→埒浜、釣り師浜間元墓地→斉藤研さんア

トリエ 

 

 

ガイドは、磯山聖ヨハネ教会の信徒である三宅信一さん、中曽渉さんにお願いした。初め

に磯山聖ヨハネ教会にいき、越山哲也司祭司式のもと礼拝堂でお祈りを捧げた。震災当時

多くの人の避難場所となりそこで一夜を過ごした人もいる聖ヨハネ教会は、聖公会に携わ

る参加者にとってとても印象深いものとなった。 

すぐ近くにある海岸からは海が見渡せ、後ろを振り返ると一面に津波被害にあった更地が

見渡せる。 

そしてそこにあったはずのときわ旅館の説明を受けた。ガイドをして下さった中曽渉さん

のご祖父母が営んでいた旅館は、建物は跡形もなく、人もろとも津波に流されてしまった。 

昼食はいっしょに歩こう!プロジェクトしんちベースでとり、スイカや漬物などの振る舞い

も受けて、食事をしながら、プロジェクトの活動報告をブラザー松本普さんより受けた。 

資料も配布され、とても丁寧にわかりやすく説明して下さった。 

午後は新地駅のあった場所へ。ガイドをして下さった三宅さんは震災前新地駅に努めてい

たためとても熱心に説明してくれた。しかし、元そこに駅があり、電車が走り、周りには

住宅が広がっていたとは、いくら説明を聞いても、あまり結びつかない様子で、線路があ

ったと思われる場所を歩いてみたり、ホームだった場所の崩れたコンクリートの上にのっ

てみたりしながら、駅の風景を思い浮かべていた。 

 

・製氷機工場 

バスに乗ったまま、製氷機工場をみる。建物はぼろぼろで、窓ガラスが割れているため中

が見えたが、流されてしまって中には何もなかった。また、二階建ての建物の上部にまで

水が来たことが確認できた。 

・またや水産跡地 

バスに乗車したまま見学。高台にある建物だが、水がこの高さまで襲ってきたことがわか

り、震災当日ここで過ごしていた方が、海が「黒い壁」になっているのを目撃したという。

これが津波だった。 

 

・埒浜、釣り師浜間墓地跡 

海沿いまでくるときれいな砂浜と半円に広がる浅瀬のような海が目の前にあった。ちょう

ど真夏のこの日は、このような海辺で遊べたら最高に気持ちがいいだろうと思った人もい
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たはずだが、そこには子ども 1人さえもいなかった。 

そこは、震災前は墓地だったという。私たちがお話を聞いて立っている場所は、農作物を

育てていた畑で、現在半円に広がっている海がある場所は、墓石が立ち並ぶ墓地だったと

いう。 

しかし津波によりそれらは流され、未だ半分以上も見つからず、見つかった墓石も、数十

メートル先の陸に瓦礫のように無残に積み上げられていた。 

海をよくみると、確かに堤防らしきものがはるか向こうに見える。 

地盤が沈下し、水が浸食してきてそこが海になってしまったという。 

近未来、ここの埋め立ての話も出ていて住民の中でも賛否両論だと言っていた。 

 

最後に、現在磯山聖ヨハネ教会が使用できないため、場所を間借りして主日礼拝を行って

いる、信徒の斉藤研さんのアトリエへいった。 

そこにはほぼ原寸大に描かれた三宅信一さんの絵があった。タイトルは「天国と地獄」。三

宅さんと斉藤さんは幼馴染で、この絵には震災に遭った三宅さんの心情描かれていた。参

加者たちは所狭しと飾られた絵をみながら、齊藤さんのお話を伺った。 

帰りのバスで、三宅さんは自分の体験談を話してくれた。 

その日津波が起こり磯山聖ヨハネ教会に避難するとそこには知り合いの姿はあるが、自分

の家族の姿はない。一晩を明かし、探しに行くが、元あった場所に家はなく、家族の姿も

見当たらない。必死に妻と孫の名前を呼びながら探すが、どこにもいない。そのとき「神」

とはなんなのか、「なぜ自分だけこの世に残したのか」とその存在を恨んだという。途方に

暮れながら歩いているとふと孫が自分を呼ぶ声がした。しかし、振り返る勇気がなく空耳

だと思い込み、またしばらく歩くと、こんどははっきりと「じいちゃん！」と孫の呼ぶ声

がした。振り返ると、そこには妻と二人の孫の姿が。その時に、神さまは天から見守って

て下さるのでもなく、側にいて下さっているのでもなく、常に私たちの中ににいるのだと

感じた。と話てくださった。参加者もこの話に感銘を受けたそうだが、同時に同じくガイ

ドをされている中曽さんはお母さんを亡くされているのでどんな心情で聞いていたのだろ

うか、と心配する参加者も少なくはなかった。 
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荒浜 
 

３つのコース（志津川、石巻、新地）に分かれての被災地巡礼を終えて、参加者は仙台市若林区荒浜の

深沼海水浴場に集合した。実行委員会では被災地巡礼のコースや内容については何度も話し合いを重ね

た中で、特に時間をかけたのが最後にどこかに集合して祈りを捧げたいという思いをどのような形で実

現するかということであった。時間的に全員が集まるのは難しいのではないかということで集合場所に

ついては最後まで決まらなかったのであるが、どのコースも仙台に戻ってくること、そして仙台市の沿

岸部の状況も知って欲しいということから「荒浜」に集合することを実行委員会で最終的に決定した。 

「荒浜」は、仙台市若林区荒浜地区であり、仙台市で唯一の海水浴場である深沼海水浴場がある場所で

ある。東日本大震災によって発生した大津波によって震災当夜には溺死と見られる遺体２００～３００

人が同地区で発見されたことが大きく報道された。仙台市の中心街は見た感じでは震災の爪痕を見るこ

とはできないが、中心部から車で数分走れば震災の津波による爪痕を見ることができる。毎夏には仙台

市民の憩いの海水浴場として賑わっていたであろうこの場所にその面影はなくなってしまった。この地

に立つと本当に悲しみが沸いてくる。 

 荒浜で拾った木で作った十字架を中心にして、参加者全員が輪になって祈りを捧げた。「東日本大震災

のための嘆願」を、参加者を５グループに分け、５つあるお祈りを１つずつ、心を一つに捧げた。この

仙台の地で全員がひとつとなり、共にお祈りを捧げることができたことは大会の中で特に印象に残る出

来事であった。 
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教区紹介    
 

各教区ごとにステージに上がり、教区で行っている活動などを発表した。 

真面目に活動をする教区もあれば、歌や踊りを交えて発表したり、漫才をしたりする教区もあり、笑い

が絶えない、心安らぐひと時となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北教区 

北海道教区 

横浜教区 
北関東教区 

東京教区 
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中部教区 
大阪教区 

京都教区 九州教区 

神戸教区 

大田教区 

沖縄教区 

青年委員会 
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聖餐式  
今聖餐式では、3 日目の被災地巡りの際、全コースが集まった「仙台市荒浜」で拾った木で作った十字架

を用いた。 

またその付近に咲いていた花を献花し、被災地を憶えて祈るという、シンボルにもなった。 

 

今大会中の礼拝では、すべて式文や聖歌集などを用意せず、プロジェクターを用いた。 

全員が前を向き、同じ方向を見ながら礼拝を捧げることが出来るようにとこのようにした。 

持ち物の軽減、配布資料やしおり掲載内容が減り、紙の使用量も抑えられ、またしおりもコンパクトな

ものになり、持ち運びも楽であった。 

 

 

聖霊降臨後第１３主日（特定１６） 祭色：緑 

（聖書日課）伝道祈祷 

特祷 諸祈祷 「宣教のため」 

旧約聖書 イザヤ書 ６１：１～３  

使徒書  エフェソの信徒への手紙 ３：１～１２ 

福音書  マタイによる福音書 ２８：１６～２０ 

 

♪聖歌 

入堂    ：308 さんびするよろこびと 

昇階    ：358 かみのみこみさかえと 

平和の挨拶 ：562 キリストのへいわ 

奉献    ：512 みつかいのたたえうたよ 

陪餐(奏楽のみ) ：483 かみのくにとかみのぎを 

退堂    ：476 くらやみゆくときには 
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【奉仕者】 

・司 式   越山 哲也司祭（大会チャプレン） 

・説 教   加藤 博道主教（東北教区主教） 

・補 式（ﾃﾞｨｰｺﾝﾊﾟｰﾄ） 吉野 暁生執事 

・旧約聖書朗読  軽部恵 

・使徒書朗読   石黒カナ 

・福音書朗読   岩佐 直人司祭 

・代祷    眞子義人、キム・ヒェヒ、斉藤晃、高田真樹子、北野恵 

・グループ代祷  A.瀬戸匠 B.安村大樹 C.柳原優子 D.大町はいり 

    E.大町出 F.大町包  G.渡部拓  H.山本祐希  

    I.川村有理紗、法師濱慶子 

・奉献    田中慧、イ・ジンシル、イ・グァンソン 

・派遣の唱和   イ・チャンヒ司祭 

・聖皿１   小林 聡司祭 

・聖杯１   キム・ソンヒ司祭 

・聖皿２   矢萩 新一司祭 

・聖杯２   林 和弘司祭 

・クロスベアラー  渡部 拓聖職候補生 

・サーバー   平岡 康弘聖職候補生、北澤 洋聖職候補生 

・奏 楽   関澤美育、法師濱慶子、入江あかね 

柳原智子、沼原類、赤坂恵矢 
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8/26（日）聖餐式 説教要旨  

説教者 ヨハネ 加藤 博道主教主教 

  

3 月 11 日の東日本大震災以来、ボランティアにすぐにかけつけた人もいれば、自分が行っ

ても何もできないのではないかと思い、いつしか日々の生活にそのこと自体が埋没し、や

ましさを覚える人々がいるのではないか。 

 日本全体としても、誰しも“何かをしなければ”という思いを持ち続けていたように思

える。仙台において、これまで、たくさんの方々を受け入れてきた。正直なところ、最初

の頃は、もっと多くのボランティアを受け入れるべきではないかとプレッシャーもあった。 

 実際、海外より、２００人のボランティア受け入れ要請もあった。しかし、仮に２００

人のボランティアの人が奥の細道と呼ばれる東北のこの地に来て、食事や、宿、全体のコ

ーディネイトをどのように施すことができようかと、大人数の方々には待って頂くことに

なった。国や各自治体も、自己完結できるボランティアが求められていることを訴えてい

た。 

 このような状況に、閉鎖的ではないか、対応能力がないのではないかと批判めいた言葉

も出てきた。 

 阪神淡路大震災のときは、近くに大都市があり、ボランティアは皆、被災区域の近くま

で、電車で通った。 

しかし大災害イコール、大人数のボランティアが必要と定式化しないほうが良いように思

う。 

今回の震災では、地元の方々の働きがとても大きかったと思う。コンビニエンスストアは

チェーンの力を活かして、食料を供出し、ヤマト運輸は宅急便として地元の土地勘をフル

に活かして、物資を細かい地域へ運んでいた。また、地元の中学生達は、小さいこどもた

ちの面倒をよく見ていた。 

 今回の青年大会では“やましさ”という言葉をよく耳にした。この“やましさ”とは良

心からきている焦りや苛立ちであり、人として健全な状況と言える。何度も被災地へ行く

事が勲章になることも、また、まだ一回も被災地へ行ってないことが踏み絵になることも

ない。 

 ナザレのイエスは、神の子、どんなことでも成せる人と周りから思われていました。町々

や村々で病気の人を癒しましたが、しかし、イエスさまが癒せたのは、それほど多くの人々

ではなかったのではないだろうか。 

 私は、聖書に書かれていた受難物語が逆であったらどうだっただろうかと思う。イエス

さまが掛けられた十字架から降りて、自分の力を示す。 

 しかし、それは、悪魔の誘惑と一緒の考えである。 

“神の子ならば、十字架から降りてみせろ” 
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 力を示せば信じる。全ての富みがあれば解決する。 

 しかし、イエスさまは、全能の力を示されず、黙って破れていかれた。エリートではな

い少人数の弟子達。わずかな人を癒した。 

 イエスさまは、宗教者としては、その活動は限定的であり失敗であった。十字架は愚か

さと敗北のしるしであった。 

 神さまは、イエスという人格的な出会いを通して、私達に信仰と希望を与えて下さった。

パウロは十字架の愚かさを語る。イエスを十字架につけてしまったやましさを仲間と連帯

する。 

 Ｃｏｍｍｕｎｉｏｎとは、キリストの命を生きることであり、Ａｎｇｌｉｃａｎ Ｃｏ

ｍｍｕｎｉｏｎ、聖公会とはキリストにある命の交わりのことを言う。死者との連帯、天

の全会衆とともに、多く傷ついた東北の地で、普段は目に見えないＣｏｍｍｕｎｉｏｎで

あるが、きょうは皆が集まり、目に見える形でのＣｏｍｍｕｎｉｏｎとなっている。 

 大きな希望だ。 
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【代 祷】 

大会最終日８月２３日（日）の聖餐式で以下の祈りが捧げられました。これは大会を通じ

て参加者が感じたことをグループに分かれて祈りを考えました。 

 

震災で生き残り、これからもこの地で生活し続ける人たちのために祈ります。 

主よ、逝去者のことを忘れずこれからも生き続けていく被災地・全世界の人々を、その傍

らに立ってお支え下さい。（安村 大樹） 

 

・絶望の淵に立たされた人々に主が光を照らされたように、今もなお絶望の中、暗闇の中

にさまよう人々にも救いの手を差し伸べてください。また、この 4 日間に私たちが見聞き

し、感じたことを想い起こさせてください。 

そして、この経験と共に私たちが生きていけるように見守って下さい。（河村有里紗） 

 

神様今ある命、今生きている人々が幸せに過ごすことができますように。一人一人の思

いや、悲しみ、痛みに寄り添うために、神様、あなたが私たちを用いて下さいますように。

そしてこれら、東日本大震災で起こったことを忘れず、いつかみんなが笑顔になれる時が

来るように。被災された方も、そうでない方も全ての人をお導き下さい。」（渡部拓） 

 

・私たちは感じ経験したことを語り伝えていきたいという光を与えられました。 

 その光を暗闇のあるところ(ことに震災のできごとの風化しつつある所、関心のない人々)

に灯すことができますように。復興支援に従事している全ての人々の働きの上に神様の豊

かな導きがありますように。この場に集められた私たちが、目で見、聞き、感じた全ての

ことを自らの心に留め、祈り続けることができますように。（大町はいり） 

 

ゆうき・すべての人々を照らし続ける神よ、ここに集うまでのあなたのお導きに感謝いた

します。この大会に集い、また出会った一人ひとりの心の中に平安が与えられますように。

ことに怖い思いをした人々の心を私たちが包み込み、その人の本当の気持ちに思い至るこ

とが出来ますように。私たちがそれぞれ訪れた場所で見たこと、聞いたこと、感じたこと

を、他の人たちとも分かち合えますように。想い続けられますように。覚え続けられます

ように、考え続けられますようにみ光を持って、これから先もこの場所をてらし、私たち

を導いてください。（山本祐希） 

 

今ここに、多くの人と共に集い、考えることができることに感謝します。わたしたちが

ここで経験したことを忘れず、自分たちの普段の生活の中で伝えていくことができるよう

にお支えください。また、部分だけでなく全体の復興が成し遂げられる日まで、できるこ

とをしながら、多くの人々と“いっしょに歩き”続けることができるようにお導きくださ
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い。（瀬戸 匠） 

 

被災地に新たな光が灯りますように、被災者の人たちに笑顔が増えますように、被災者

の方々が一日でも早く平穏な日常を取り戻せますように、子どもたちが外で元気に以前の

ように遊べますように、私たちが震災のことを忘れずいつまでもこのことが風化されませ

んように、被災地を巡って感じたこと、思ったことを自分の帰る場所に持ち帰り多くの人

に伝えられますように、今回の青年大会で出会えた人とのつながりがこれからも続きこの

輪がさらに広がっていきますように。（大町包） 

 

家族や友人を失った人々のため。 

また、その痛み、苦しみの中から立ち上がり、大切なものを伝えていくために働いておら

れる人々のため。 

私たちはその人々から新たな力をいただきました。 

私たちも又、共に歩み、共に生きていくことができますように。 

原発に頼らないエネルギーの自給自足、ワクワクプラン、ワクワクアクション、略してワ

クションの働きのために共に祈りましょう。（大町 出） 

 

この青年大会の出会いの中で、私たちが見て、聞いて、語り、感じた一つひとつの尊い命、

悲しみや苦しみ、見えにくくなってきたかつての日常、今の生活を支え合っているいろん

な人たち、間違った情報やごまかし、負い目ややましさ、言葉にならない思いや葛藤…こ

れらの上に神様のひかりをわたしたちが灯し続けていくことができますように。（柳原優子） 
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参加者名簿

名前
主教　加藤博道 東北教区
講師　川上直哉 日本基督教団牧師
川上恵
川上灯
川上奏
司祭　越山健蔵
池住圭 いっしょに歩こう！
齋藤孝司 被災地巡りガイド
遠藤諒子 被災地巡りガイド
佐藤文敬 被災地巡りガイド
三宅信一 被災地巡りガイド
中曽渉 被災地巡りガイド
藤田誠 聖公会出版

◆北海道教区
名前 教会

1 大町出 札幌キリスト教会
2 大町包 札幌聖マーガレット教会
3 熊野威 新札幌聖ニコラス教会
4 斉藤晃 旭川聖マルコ教会
5 鈴木照洋 秋田聖救主教会
6 高橋愛 小樽聖公会
7 高木泉 深川聖三一教会
8 執事　吉野暁生 北見聖ヤコブ教会

◆東北教区
名前 教会

9 赤坂恵矢 仙台基督教会
10 赤坂聖矢 仙台基督教会
11 赤坂唯 仙台基督教会
12 司祭　イ・チャンヒ 聖ペテロ伝道所
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13 影山敬信 仙台聖フランシス教会
14 加藤彩子 仙台基督教会
15 司祭　越山哲也 若松諸聖徒教会
16 林嘉奈子 仙台基督教会
17 法師濱慶子 仙台基督教会
18 聖職候補生　渡部拓 ウイリアムス神学館
19 関澤美育 仙台基督教会
20 伊藤みのり 秋田聖救主教会

◆北関東教区
名前 教会

21 大山洋平 大宮聖愛教会
22 司祭　木村直樹 大宮聖愛教会
23 木村佳樹 大宮聖愛教会
24 橋本和磨 大宮聖愛教会
25 聖職候補生　平岡康弘 小山聖ミカエル教会

◆東京教区
名前 教会

26 下条あすか 浅草聖ヨハネ教会
27 下条のゆり 浅草聖ヨハネ教会
28 鈴木みのり 聖アンデレ教会
29 田中慧 聖マーガレット教会
30 新田紗世 浅草聖ヨハネ教会
31 沼原類 聖アンデレ教会
32 安村大樹 聖マーガレット教会
33 大町はいり 聖パトリック教会

◆横浜教区
名前 教会

34 聖職候補生　北澤洋 ウイリアムス神学館
35 入江あかね 山手聖公会

◆中部教区
名前 教会

36 司祭　キム・ソンヒ 松本聖十字教会
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37 佐野智香 松本聖十字教会
38 司祭　野村潔 名古屋聖マルコ教会
39 松村希 長野聖救主教会
40 村松未希 長野聖救主教会
41 山田拓路 可児伝道所

◆京都教区
名前 教会

42 岩本翔太 京都聖マリア教会
43 大隅百恵子 京都聖ヨハネ教会
44 北野恵 金沢聖ヨハネ教会
45 司祭　小林聡 福井聖三一教会
46 司祭　矢萩新一 金沢聖ヨハネ教会
47 山本祐希 上野聖ヨハネ教会
48 高田真樹子 奈良キリスト教会
49 山田雪 京都聖ヨハネ教会
50 瀬戸匠 京都復活教会
51 軽部恵 金沢聖ヨハネ教会
52 大隅彩恵子 京都聖ヨハネ教会
53 北岡珠紀 笠田キリスト教会
54 柳原智子 京都聖三一教会
55 柳原優子 京都聖三一教会

◆大阪教区
名前 教会

56 浅海由里恵 聖ガブリエル教会
57 石黒カナ 庄内キリスト教会
58 尾崎華 尼崎聖ステパノ教会
59 小西宏平 高槻聖マリヤ教会
60 執事　千松清美 西宮聖ペテロ教会
61 眞子義人 大阪聖三一教会

◆神戸教区
名前 教会

62 河村有里紗 神戸昇天教会
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63 司祭　林和広 「倉敷聖クリストファー教会」伝

道所
64 八代良寛 垂水伝道所
65 山本風太 呉信愛教会

◆九州教区
名前 教会

66 早川成 久留米聖公教会
67 山本尚生 久留米聖公教会

◆沖縄教区
名前 教会

68 司祭　岩佐直人 島袋諸聖徒教会
69 岩佐怜子 島袋諸聖徒教会

◆大韓聖公会　大田（テジョン）教区
名前 教会

70 イ・グァンソン ムクバン教会
71 イ・ジンシル ムクバン教会
72 イ・ヨンジク ジョンウップ教会
73 キム・ヒェヒ ジョンウップ教会
74 司祭　ジャン・ドンユン ジョンウップ教会
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【支出の部】 決算額

円

1 実行委員会費 802,097
下見費用 4,720

会議費、旅費交通費、 797,377

2 プログラム費 417,390
プログラム費 231,000

傷害保険料 16,100

燃料・通行料 31,414

講師謝礼　8件 90,000

雑費 48,876

3 事務通信費 68,542
案内文・しおりの印刷代、送料、

4 宿泊費・会場費 2,420,025
秋保グランドホテル／宿泊、食事、会議室、送迎バス、

5 参加者交通費補助 450,000

円

20 支出合計 4,158,054

【収入の部】 決算額

円

31 参加費収入 2,009,500
32 プログラム参加費収入 10,000
33 寄付金収入 10,000
34 その他収入 0
35 青年活動のための資金より受入 2,128,554

円

50 収入合計 4,158,054

日本聖公会全国青年大会2012（仙台）収支報告
2011年1月1日から2012年12月31日まで
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日本聖公会  

全国青年大会２０１２in東北 報告書 
編集  日本聖公会全国青年大会２０１２実行委員会 

    日本聖公会 青年委員会 
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